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コ
ッ
ク
方
式
か
ら
Ｖ
Ｍ
Ｉ
へ

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
藤
沢
事
業
所
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
事
業
に
Ｖ

Ｍ
Ｉ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
物
流
コ
ス
ト
を
三
五
％
削
減
し
、

部
品
と
完
成
品
の
在
庫
を
そ
れ
ま
で
の
四
〇
日
分
か
ら
六
日

分
に
激
減
さ
せ
た
。
同
時
に
工
場
の
購
買
・
生
産
管
理
業
務

は
従
来
よ
り
も
三
〇
％
効
率
が
上
が
り
、
納
期
の
問
い
合
わ
せ

に
一
〇
〇
％
二
四
時
間
以
内
に
回
答
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

改
革
の
舞
台
と
な
っ
た
藤
沢
事
業
所
の
「
Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン

タ

ー

：
C
ontinuous

R
eplenishm

ent
Service

C
enter

」
に
は
、
今
も
連
日
の
よ
う
に
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
特
殊
な
マ
テ
ハ
ン
設
備
や
、
通
信

機
器
が
導
入
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
セ
ン
タ
ー
の
一
部

で
作
業
員
が
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
の
が

目
に
付
く
ぐ
ら
い
で
、
後
は
平
置
き
の
段
ボ
ー
ル
が
並
ん
で
い

る
だ
け
。

同
事
業
所
の
松
野
康
雄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
「
希
望
者
に
は
、

い
く
ら
で
も
見
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
企
業
秘
密
？
　
そ
ん

な
心
配
は
い
ら
な
い
よ
。
い
く
ら
見
た
っ
て
、
そ
う
簡
単
に
真

似
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
ね
。
時
間
が
許
せ
ば
仕
組
み
の

説
明
だ
っ
て
厭
わ
な
い
。
仕
組
み
ま
で
全
部
分
か
っ
た
と
し
て

も
本
当
に
Ｖ
Ｍ
Ｉ
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
一
〇
社

中
一
社
か
二
社
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
ろ
う
か
ら
」
と
余
裕
の
表
情

だ
。Ｖ

Ｍ
Ｉ
と
は
、
文
字
通
り
ベ
ン
ダ
ー
（=

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）

に
よ
る
納
品
先
の
在
庫
管
理
を
意
味
す
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
組
み

立
て
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
は
部
品
在
庫
の
陳
腐
化

を
回
避
す
る
効
果
が
あ
る
。
実
際
に
組
み
立
て
る
段
階
で
、
初

め
て
在
庫
の
所
有
権
が
調
達
先
か
ら
自
社
に
移
る
形
に
な
る
の

で
理
論
上
、
部
品
在
庫
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
パ
ソ
コ
ン
業
界
で
は
、

九
〇
年
代
初
頭
に
デ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導
入
し
た
事
例
が
そ

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

実
は
そ
れ
以
前
に
も
日
本
で
は
「
コ
ッ
ク
方
式
」
と
呼
ば
れ

る
調
達
方
式
が
大
手
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
広
く
採

用
さ
れ
て
い
た
。
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
の
工
場
ラ
イ
ン
横
に
、

部
品
ベ
ン
ダ
ー
が
自
社
在
庫
を
保
管
。
メ
ー
カ
ー
が
実
際
に
使

っ
た
分
だ
け
後
か
ら
請
求
す
る
と
い
う
「
富
山
の
薬
売
り
」
方

式
の
取
引
だ
。
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
あ
た
か
も

水
道
の
蛇
口
（
コ
ッ
ク
）
を
ひ
ね
る
か
の
よ
う
に
部
品
の
調
達

が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
コ
ッ
ク
方
式
は
、
た
と
え
部
品
ベ
ン
ダ
ー
と

の
合
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
行
の
下
請
法
上
、
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
下
請
事
業
者
は
、
親
事
業
者
の

在
庫
水
準
が
常
に
一
定
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
納
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
納
期
を
特
定
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ま
た
、
注
文
書
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

受
領
日
か
ら
下
請
代
金
の
支
払
期
日
ま
で
が
長
期
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
必
然
的
に
親
事
業
者
の
書
面
の
交
付
義
務
違
反

や
支
払
遅
延
が
発
生
す
る
」
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
る
。

そ
れ
が
今
日
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
姿
を
変
え
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
の
代
表
的

手
法
の
一
つ
と
し
て
、
改
め
て
日
本
の
産
業
界
に
広
く
普
及
し

つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
か
つ
て
の
コ
ッ
ク
方
式
と
今
日
の
Ｖ
Ｍ

Ｉ
で
は
、
情
報
共
有
の
点
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

Ｖ
Ｍ
Ｉ
で
は
、
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
の
生
産
計
画
や
需
要

予
測
を
、
ベ
ン
ダ
ー
側
で
も
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
と

な
る
。
ベ
ン
ダ
ー
は
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー
の
生
産
に
必
要
と
な

る
数
量
を
早
い
段
階
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

ベ
ン
ダ
ー
は
、
ム
ダ
な
生
産
や
物
流
の
発
生
を
回
避
で
き
る
。

結
果
と
し
て
、
在
庫
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
組
み
立
て
メ
ー
カ
ー

と
ベ
ン
ダ
ー
は
「
Ｗ
ｉ
ｎ
―

Ｗ
ｉ
ｎ
」
の
関
係
に
な
る
、
と
い

う
理
屈
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
い
く
ら
情
報
を
共
有
し
て
も
、
肝
心
の
組
み
立

て
メ
ー
カ
ー
の
予
測
が
外
れ
て
し
ま
え
ば
元
も
子
も
な
い
。
ベ

ン
ダ
ー
が
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
組
み

無在庫経営の最前線

VMI――組み立てメーカーの調達改革
サプライヤーが納品先の在庫を管理する。これを「VMI

（Vender Managed Inventory：ベンダー在庫管理方式）」
と呼ぶ。VMIの導入によって、顧客は在庫リスクから解
放される。米国で生まれた手法だが、90年代中頃には
日本にも上陸。SCMの代表的手法の一つとして、着実
に広がりを見せている。
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立
て
メ
ー
カ
ー
に
予
測
精
度
の
向
上
と
計
画
サ
イ
ク
ル
の
短
縮

が
求
め
ら
れ
る
。
同
時
に
計
画
値
の
変
更
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

ベ
ン
ダ
ー
が
知
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
も
必
要
に
な

る
。
具
体
的
に
は
、
柔
軟
な
生
産
計
画
の
修
正
を
可
能
に
す

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ウ
ェ
ブ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電
子
デ
ー
タ
交
換
）
が
必
須

ツ
ー
ル
と
な
る
。

ベ
ン
ダ
ー
側
に
不
信
感

し
か
し
、
一
連
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
全
て
導
入
し
て
も
、
既
存

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
維
持
し
た
ま
ま
で
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
機
能
し

な
い
。
Ｖ
Ｍ
Ｉ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
発
注
や
納
期
の
確
認
な
ど

メ
ー
カ
ー
の
購
買
部
門
の
日
常
業
務
の
大
部
分
は
自
動
化
さ

れ
る
。
部
品
セ
ン
タ
ー
も
不
要
に
な
る
。
当
然
、
そ
こ
に
従
事

し
て
い
た
購
買
部
門
や
物
流
部
門
、
そ
し
て
協
力
物
流
業
者

の
処
遇
問
題
が
発
生
す
る
。

実
際
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
は
Ｖ
Ｍ
Ｉ
に
踏
み
切
っ
た
の
を
機
に
、
既

存
の
部
品
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
既
存
セ
ン
タ

ー
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
た
物
流
子
会
社
の
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
Ｊ
Ｂ
Ｌ
）
に
と
っ
て
は
仕
事
の
消
滅
を
意
味

し
た
。「
子
会
社
を
潰
す
つ
も
り
か
と
随
分
、
上
か
ら
は
締
め

上
げ
ら
れ
た
」
と
松
野
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
振
り
返
る
。

Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
ベ
ン
ダ
ー
側
の
体
制
に
も
大
き
な
変
更
を
強
い
る
。

メ
ー
カ
ー
の
日
常
的
な
購
買
業
務
に
対
応
し
た
営
業
部
門
が

不
要
に
な
る
代
わ
り
、
新
た
に
メ
ー
カ
ー
先
の
在
庫
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
機
能
が
ベ
ン
ダ
ー
側
に
必
要
に

な
る
。
さ
ら
に
メ
ー
カ
ー
の
予
測
情
報
を
、
自
社
の
生
産
計
画

に
瞬
時
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
も
作
ら
な
い
と
、
Ｖ
Ｍ
Ｉ
は
単

に
メ
ー
カ
ー
か
ら
在
庫
リ
ス
ク
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
だ
け
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
。

大
手
ハ
イ
テ
ク
メ
ー
カ
ー
の
調
達
業
務
に
詳
し
い
半
導
体
商

社
、
チ
ッ
プ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
高
乗
正
行
社
長
は
「
本
来
、
売
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Ｉ
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Ｊ
Ｉ
Ｔ
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Ｍ
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CRセンター 
 

C社部品工場 

IBM工場 顧
　
　
客 

顧
　
　
客 

顧
　
　
客 
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～1997

～2000
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Ｊ
Ｉ
Ｔ
納
品 

Ｊ
Ｉ
Ｔ
納
品 

Ｖ
Ｍ
Ｉ 

パソコンのキッティング作業までCRセンターで行われている


